
 

岩倉市通級指導教室実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１

号。以下「省令」という。）第１４０条及び第１４１条の規定に基づき、

岩倉市立の小学校又は中学校（以下「市立学校」という。）に在学する

児童又は生徒（以下「児童等」という。）に対して、通級による指導を

行う場合の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「通級による指導」とは、省令第１４０条各

号のいずれかに該当する児童等（特別支援学級の児童等を除く。）であ

って、障害の状態の改善又は克服を目的とする指導が必要なもの（以

下「通級児童等」という。）に対し、市立学校の通級指導教室において

行う特別な指導をいう。 

（通級指導教室） 

第３条 通級指導教室は、次の各号に掲げる市立学校に設置し、当該各

号に定める名称とする。 

(1) 岩倉北小学校 すずらん教室 

(2) 岩倉南小学校 ひまわり教室 

(3) 岩倉東小学校 ことばの教室 

 (4) 五条川小学校 さくら教室 

  (5) 曽野小学校  そよかぜ教室 

 (6) 岩倉中学校  秋桜教室 

 (7) 南部中学校  南風教室 

（通級による指導の開始等） 

第４条 通級による指導を希望する児童等の保護者は、在籍校の校長

（以下「校長」という。）に通級願（様式第１）を提出しなければならな

い。 



 

２ 前項の通級願を受理した校長は、通級による指導を受けさせること

が適当と認めるときは、保護者に通級決定通知書（様式第２）により

通知するものとする。 

３ 通級による指導の開始及び終了に当たっては、保護者と協議し、そ

の意見を尊重しなければならない。 

４ 校長は、通級による指導の開始及び終了に当たり、必要に応じて校

内就学指導委員会で協議するものとする。 

（特別の教育課程） 

第５条 通級による指導は、省令第１４０条に規定する特別の教育課程

（以下「特別の教育課程」という。）によるものとする。 

２ 校長は、通級児童等に係る通級による指導を、在籍校における当該

児童等の教育課程に加え、又はその一部に替えることができる。 

３ 通級による指導は、障害の状態の改善又は克服を目的とするものの

ほか、特に必要があるときは、障害の状態に応じて各教科の内容を補

充するための指導を行うことができる。 

（特別の教育課程の編成等） 

第６条 校長は、通級児童等に係る特別の教育課程を編成し、通級指導 

計画書（様式第３）により岩倉市教育委員会教育長（以下「教育長」

という。）に報告するものとする。 

（通級による指導の終了） 

第７条 校長は、通級児童等について、通級による指導を受けさせる必

要がなくなったと判断したときは、保護者に対し、通級終了通知書

（様式第４）により通知するものとする。 

２ 校長は、通級による指導を終了する児童等の氏名、指導期間等につ

いて通級終了報告書（様式第５）により教育長に報告する。 

（雑則）  

第８条 この要綱に定めるもののほか、通級指導教室の実施について必

要な事項は、教育長が別に定める。 



 

  

  附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 


